第60回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
2025/9/7 　富山県富山市岩瀬スポーツ公園 C球場第1試合 
関西大学 　   1 0 1 1 0 0 1 ＝ 4 
環太平洋大学  0 5 0 0 0 0×＝ 5 
関:三浦（2回）小松（4回）ー末廣 
環:大岡（3回）谷口（3回）藤田（1回）ー大原（回） 
本塁打:倉田（関） 3塁打:倉田（関） 2塁打:中村（環） 
得点経過 
1回表関西大学1番倉田にセンターに運ばれ0-1。 2回裏1死から7番望岡（は）が初球をライト前ヒットで出塁。8番田部が四球を選び1死1.2塁。9番山田が三遊間を破り1死満塁のチャンス。ここで1番大橋の内野ゴロをホーム悪送球で2者が生還。続く中村が左中間を破るタイムリーツーベースヒットで2者が生還し4-0。3番有村は0-2から三遊間を破るタイムリーヒットで5-1と逆転に成功。 3回表はこの回先頭の倉田に右中間を破られ3塁打。 内野フライの間にタッチアップとまずい守備となり5-2と3点差。 4回表この回から大岡から谷口にスイッチ。先頭7番に死球、8番には四球を与えてしまい無死1.2塁のピンチ。 送りバントを許し1死2.3塁。2死となり1番を故意四球で歩かせ満塁策。内野ゴロに打ち取ったものの内野安打を許して1失点し5-3。オーバーラーンをしたランナーを挟殺プレーで刺してチェンジ、5-3。 6回裏1死から1番大橋が盗塁を決めて1死2塁のチャンスだったが、後続を経たれて無得点。 7回表は谷口から藤田にスイッチ。先頭の1番倉田にレフト前に運ばれ無死1塁、2番の3球目がパスボールとなり無死2塁続く2.3番を打ち取ったが4番にレフト前にタイムリーヒットを打たれ5-4と1点差。続く5番にもライト前ヒットを打たれて2死1.3塁とピンチは続いたが6番を2-1から鋭い当たりがセカンド正面へライナーとなりセカンド望岡（は）が掴んでゲームセット。 打線は6安打7三振に抑えられ苦しい試合となりましたが、序盤で挙げた5点を守り切りベスト8。 準々決勝は東の王者日本体育大学と対戦。 






第60回全日本大学男子ソフトボール選手権大会
2025/9/7  富山県富山市岩瀬スポーツ公園 D球場第3試合 
環太平洋大学 0 0 0 0= 0 
日本体育大学 3 3 5 ×= 11  4回コールドゲーム
環:大岡（2回）谷口（2回）ー平野（2回）、大原（2回） 
日:吉本ー谷村 
本塁打:竹内 津田 古賀（日） 和田（環） 3塁打:原（日） 2塁打:阿部（日）有村（環）
得点経過
立ち上がりに初回日体大に先頭打者本塁打を打たれその後も四球とタイムリーツーベースとタイムリーで3点先制される苦しい展開。2回にも３四球と三塁打、スリーランを打たれ守備の乱れもあり3失点し6-0。 続く3回の日体大はヒットから外野フライと送りバントで2死2塁となったが、3番の内野ゴロタイムリーエラーし失点。4番にタイムリーヒットを打たれ5番を歩かせてしまい6番古賀にスリーランホームランを打たれこの回5失点。0-11。 4回裏IPUは2死から5番和田がレフトスタンドへソロホームランを放ったが万事休す。 1-11で完敗となりました。 本塁打で出鼻をくじかれて先発の大岡が立て直すことが出来ずにリリーフした谷口も制球が定まらず守備の乱れもあり大量失点に繋がってしまいました。 初戦よりなかなか打線の調子が上がらず2年生を中心とした投手陣が頑張って戦って来ましたが、格上の日体大には歯が立たず悔しい敗戦となりました。 4年生はこの大会で学生として出場する大会は最後となりました。この悔しい敗戦をしっかりと新チームに継承して行きます。 4年生は9/20から神奈川県で開催される天皇杯第71回全日本総合選手権大会が最後の大会となります。

